
会 議 結 果 の お 知 ら せ 

 

令和６年度第２回宮古市市民交流センター運営協議会を次のとおり開催しました。 

 

令和６年９月１５日 

 

宮古市市民交流センター運営協議会 

 

１ 開催日時 

  令和６年８月２９日（木） 午後１時３０分～午後２時００分  

 

２ 開催場所 

  宮古市市民交流センター 会議室１・２ 

 

３ 議題 

  (1) 令和６年度宮古市市民交流センターの利用状況について 

  (2) 令和６年度宮古市市民交流センターの催事について 

  (3) その他 

  

４ 会議の概要 

  別添のとおり 

 

５ 問い合わせ先 

  市民生活部生活課市民交流センター 電話０１９３－６３－４１６６ 

 

 

 

  



１ 

令和６年度第２回宮古市市民交流センター運営協議会 

 

 

１ 出 席 者（１３名） 

  曻高茂樹会長、宮本淳一郎、澤口強、小笠原香織、阿部亮子、坂下勝一、坂本智子、 

  小野寺靖、盛合敏子、谷地孝徳、八木恵理子、伊藤ヱミ子、武藤元 

２ 欠 席 者（２名） 

  吉水和也、早川輝  

３ 事務局出席者（４名） 

  市民生活部生活課課長 伊藤宏子、 

市民生活部生活課市民交流センター所長 小林康雅、 

  教育委員会生涯学習課中央公民館長 宇都宮俊彦、 

  市民生活部生活課市民交流センター 吉田ゆかり施設運営事務員  

 

４ 傍聴者 

  なし 

５ 議事等 

  (1) 令和６年度宮古市市民交流センターの利用状況について 

    令和６年度の利用状況について事務局から報告した。 

  (2) 令和６年度宮古市市民交流センターの催事について 

    令和６年度の催事について、事務局から説明、審議を行った。承認された。 

  (3) その他 

    オンライン予約システムの導入について事務局から報告した。 

 

 

 



２ 

質疑応答内容 

質問・意見 回答 

【議題(1)「令和６年度宮古市市民交流セン

ターの利用状況について」】 

＜質疑なし＞ 

   

【議題(2)「令和６年度宮古市市民交流セン

ターの催事について」】 

（委員） 

「市民交流 DAY（仮）」は初めての企画募集

で５件ということだが、反応はあるか 

 

（委員） 

 「市民交流DAY（仮）」は一日ずっと行って

いるのか。 

 

（委員） 

 公共施設予約システムで予約しようとし

たが、７日間前以降となって、予約ができな

かった。予約の期間についてシステムで掲載

があるか。 

 

（委員） 

８月２３日から実施されて時間がたって

いないが、手ごたえはどのようなものか。 

 

【議題(3)「その他」】 

（委員） 

シャワー室の利用について、ランニングし

た後にでも使えるランステーションのよう

なことは出来ないのか。 

 

（委員） 

７月の交流まつりの防災講演会は市と団

体との共同での開催で、参加者の評判も良か

ったと聞いており、１２月のイベントがこの

流れで盛り上がり、市民との交流が保てるよ

うにしていただきたい。今回の募集は貸室に

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 まだ、募集をしていないので、これからで

ある。 

 

（事務局） 

 会場の割り振りや準備等によりイベント

を一日することは困難である。 

 

（事務局） 

 公共施設予約システムの施設のご案内か

ら市民交流センターのホームページに掲載

されている。 

 

 

（事務局） 

 申し込み状況は特に変わりわないが、受付

の処理がスムーズになった。 

 

 

（事務局） 

 シャワー室の利用は運動スタジオを利用

した方を対象としている。現在は、利用頻度

も低いことから検討していきたい。 

 

（事務局） 

今回の募集は１団体１企画としている。講

演を２回実施することは時間的に難しいと

考えられる。 

 

 



３ 

余裕があればいくつもの企画を出せるのか。

また、講演が２件の場合に行うことができる

のか。 

 

（委員） 

防災講演会には多くの方に協力いただき、

参加者も多くて良かった。今回は交流センタ

ーでポスター、チラシの作成や参加者の取り

まとめをしていただきありがとうございま

した。 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 講演会の参加者は、防災について楽しく学

べたと感じた。行政だけでは足りないとこ

ろ、市民団体の方だけでは不足するところを

補い合いながら、今回一緒に実施できたこと

はとても良かったと思う。今後も両方の良い

ところを出し合いながら皆さんと企画を進

めていきたい。 

 

 


